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＜連絡事項＞
・本日北病棟巡視しています。指摘項目はないですが、4階病室の床に飲み物の汚れがあり、汚した際には掃除をするよう患者様へ説明していきましょう。
＜患者様情報＞
・下斗米　悟様～退院後に必要な物を買う為、本日12時半～16時まで外出しています。

・沼端　恵子様～依頼していたルームシューズが届いています。料金2,288円は明日集金に来ますので、準備してある現金を渡して下さい。
・成田　早希様～本日ご家族から現金で小遣いが届き、自己洗濯開始しています。現金も自己管理としています。
・大澤　朋広様～本日お父様来院した際に、退院について、目途と今後の予定を確認。自宅退院は構わないが「あの髪型だと外に出したくないから、どうにかして欲しい。」と話しがあります。外出・外泊訓練を再度行うかどうかを家族間で話し合い、金曜日に返答頂けるとの事。
＜要注目患者様＞
・杉澤　恵子様～施設見学について2/17に外出の予定だと勘違いしてスタッフへ易怒的となる事があります。予定を確認し、御家族が諸手続き及び申し込みを済ませている状況であれば、3/11（木）の施設見学を予定している事を本人へ説明しています。説明には納得され、以後は不機嫌さありません。
・滝田　英人様～妄想発言聞かれ、大胡での独語が継続していますが、スタッフの声かけにも聞き入れ出来ています。幻聴の訴えもありますが、逸脱した行動や日課への影響はありません。
・大澤　朋広様～同室者が声をかけてくれることで、日課に大きな遅れはありません。食事に移動する順番が理解できない様子で、最初のグループと一緒に移動しようとする様子見られています。本人へ繰り返し説明していますが、「1番とか2番とか主語がないから分からない」と理解出来ない事をスタッフの説明不足であると不満訴え理解しようとする様子みられません。対応への不機嫌さはありません。日課に遅れないよう事前に声掛け行い、食事に移動する順番は本人にまかせています。スタッフへ細かい要求聞かれ、都度対応しています。
・久保　興介様～昨日PL顆粒処方となっていますが、今朝には咽頭痛は軽減しています。突然踊る事や後ろ向きに歩くなどの奇異行動ありますが、過度になることはないです。内容にまとまりのない話しかけあります。
＜深澤Drケース検討＞
・五日市　規様～身体症状や精神症状には大きな変化はなし。本日も他者との交流はないもののホールで落ち着いてテレビを見ている。口頭では不調や幻聴や他の病的体験などの存在は否定する。しかし依然としてまとまりを欠く言動や衝動行為は持続している。
・松谷　さと子様～「自分は糖尿病である」と言った疾病妄想は同様であるもののその他の被害妄想は目立たず、比較的落ち着いて生活している。その他特に興奮や粗暴行為、衝動行為などは認めない。
・中村　豊様～制止や指導にも関わらず、全般的に落ち着かず、対面上も笑顔が多く、多幸的である。逸脱行為や干渉行為も持続しており、内省なし。共感性も欠如している。気分の高揚や活動性の亢進は伴わないものの自制困難。次回定期より、ラツーダ中止し、ゾデピン（50）3T→6Tへ増薬。
＜金Drケース検討＞
・角　穂並様～入室すると「これ、貰いました。」と切ったノートを見せている。変わった形であるが、開くとハート形になっている。他病棟の男性患者様から作業で貰ったと言う。「カップ麺を食べたいです。」と話されている。臨時薬は、同内容で7日分処方となる。主治医より、病棟で特に問題なければ、退院を進めて行く様に指示あり。臨時薬は、同内容で7日分処方となる。
・小笠原　文人様～体調については「まあまあです。」と答える。「変な話ですけど…トイレで中村と一緒になった時に、キンタマ見せてきて…何やってんの？って言ったんですけど…」と話されている。トラブルはなかった様子。「薬を飲むと覚めて…それで、また飲むんですよね。」等と話す事あり。主治医より、服薬は続ける様に説明あり了解されている。
・井上　和美様～体調については「右上の奥歯がボロボロになった。」と言って見せている。作業では「腹の調子が悪くて…行く前に牛の便の様な糞出た。作業で、ずっと腹を揉んでいた。今まで試した野草酵素も乳酸菌もクロレラも、漢方も色々やってみたけど、皆ダメだった。腸が焼けて溶けた感じがする。作業中、マッサージしていた。腸の感覚がなく、オブラートの様な薄い感じがする。」等と話される。臨時薬のアローゼンを続けるかどうか散々迷った末に継続する事となる。臨時薬は、同内容で7日分処方となる。
・角濱　義弘様～体調については「まあまあ、調子はいいです。」と答える。作業には、現在行っていないが、「行っても、やる事がなくて…」と話されている。「病棟でウオーキングしていても、時間が余って…何もやる事なくて…なるべく起きていようと思って、寝ない様にしてるんですけど…朝も6時には一旦起きるんですけど、朝食ギリギリまで眠ってしまってて…」と話されている。主治医より、作業に行く事が負担になるのであれば、今までと同様に病棟で過ごしても良いが、何かやる事を見つける様に説明を受け、了解されている。臨時薬は、同内容で7日分処方となる。
・下斗米　悟様～20日退院、初外来3/3の予定である。臨時薬は、退院時含むで14日分、点眼液1本処方となる。
